
５月１９日（火）、湯沢砂防事務所において土砂災害発生を想定した情報伝

達演習を実施しました。

演習では、管内各所で大雨が降っているという想定で、巡視点検や関係各所

への情報伝達を本番さながらに実施しました。

大雨により土石流災害が発生したとの想定で、災害状況の把握や、応急対策

工法の検討、関係機関への連絡体制の確認を行いました。

平成２６年は、広島県の土石流災害をはじめ、全国で１,１８４件の土砂災

害が発生しました。

湯沢砂防事務所管内でも平成２３年７月新潟・福島豪雨や平成２５年の台風

１８号などの豪雨による土砂災害が各所で発生しています。

湯沢砂防事務所では、今回の訓練を生かし、災害発生状況の把握や応急対応

が速やかに実施できるように努めてまいります。

被災状況を把握し、共有化本番さながらに訓練を実施

平成２７年５月２１日


